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カビ由来の a-1, 2 マンノシダーゼ遺伝子を導入して a-1, 2 結合したマンノースを消化することで，ハイマン
ノース型（Man5GIcNAc2）の N型糖鎖を生産する酵母の育種に成功した。ハイマンノース型糖鎖はヒト適



















審 査 の 結 果 の 要 旨
　メタノール資化性酵母で生産した O型糖鎖付加を抑制した抗体は，O型糖鎖が付加した状態で分泌され
た抗体と比較して，高い抗原結合能を有しており，O型糖鎖の付加抑制が酵母を用いた高品質抗体の高生産
に効果的なことが明らかとなった。以上の結果は，新規に開発したメタノール資化性酵母変異株がヒト抗体
全長を分泌生産するうえで有用なことを示しており，この過程で得られた多くの知見は，抗体医薬の生産だ
けでなく，タンパク質の高次構造形成と糖鎖との関連といった学術面でも貴重な情報を提供するものである。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
